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経営理念 
｢学生・生徒｣｢保護者｣｢卒業生｣｢教職員｣
を一つの｢家族｣( 絆～きずな～ ) ととらえた
経営を行うことで全員が一丸となって多くの
優秀な人材を世の中に送り出し、社会と学園
の永続的な成長と発展を目指す。

建学の精神
世のため、人のため、地域のため、理論
に裏付けられた実践的技術をもち、現場で
活躍できる専門職業人を育成する。

教育理念
対人能力に優れ、社会をリードする資質
を備えた知的専門職業人（プロフェッショ
ナル）を育成する。

社会・時代の要請に応え、専門
学術の基礎と実践的応用力を
身に付けるとともに、広い視野
と豊かな人間性を涵養し、
新しい知的・技術的創造を
目指す開拓者精神にあふれた
専門職業人を育成する。

大阪工業大学

実践的な教育と、その教育との
連携のもとに推進される研究
成果により持続可能な社会の
実現に貢献する。地域に根差
す大学というアイデンティティ
を保持しつつ、グローバル化が
進行する社会の発展を支援す
る。私立で関西唯一の理工系
総合大学として、独自のポジ
ションを確立する。
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人間力と実践的能力をもち、
多様な人々と協働して社会に
貢献できる人材を育成する。

摂南大学

新たな価値を創造し続ける
「知と人材の拠点」として広く
認知される総合大学となる。

たゆみない教育改革と組織
改革により、学生・教職員の
人間力と実践的能力を圧倒
的に高める。

産官学連携事業・研究を強
化し、新たな「知の創出と人
の交流の拠点」を構築するこ
とにより、総合大学としての
社会貢献度を高める。

長期的かつ安定的学生確保
に資する変革に挑戦し、財政
基盤を持続的に強化する。

本学における教育は、命の尊厳
と豊かな人間性を基本理念と
する。この理念に基づき、新しい
時代が求める専門的な知識と
技術の修得を進めるとともに、
健康・医療・福祉の分野において
活躍しうる職業人を育成する。

広島国際大学

ともにしあわせになる学び舎
―ひとをつなぎくらしをつなぎ
未来へつなげる―
広島国際大学に関わるすべて
のひとが、ともに学び、ともに
活動し、ともに成長すること
によって、地域社会や人々を
しあわせな未来につなげてい
く大学となる。

時代の変化に対応し、未来
に向けて、学内はもとより、
学園設置学校や地域社会と
連携した環境を整備する。

自ら学ぶ精神を育み、人との
つながりを深めて人間的に
成長し、自分と他者のしあ
わせ（Well-being）を実現
しうる人材を育成する。

地域を学びのフィールドと
し、グローバルな視点を持っ
て、様々な環境にある人と
主体的に活動する。

「自主･自律」の精神と幅広い
「職業観」を養い、目的意識を
持った進学の実現により、将
来、実社会で活躍できる人材
を育成する。

常翔学園中学・高校

人々が幸福で平和に生きるこ
とのできる世の中を創るた
め、生徒中心の教育を重視
し、グローバルシチズンシップ
を身につけた自律的学習者
を育成する教育先進校となる。

生徒の主体性を重視し、生
徒が中心、学習者が中心
の学校に変わる。

グローバルな視点とコミュ
ニケーション能力を持ち、国
際社会で活躍できる人材
を輩出する。

高度な知識と探究力を持ち、
将来の日本をリードできる
人材を輩出する。

働き方改革で全ての教職員
が心理的に安全で、元気に
働く事のできる職場を作る。

同僚性を尊重し、常に学習し、
進化し続ける教師集団を
目指す。

ユニバーサル社会を創造する
自覚と能力を育み、社会に貢献
できる人材を育成する。

常翔啓光学園中学・高校

社会に貢献できる学力と人間
力を持ち、世界で活躍できる
人材を育成するために、充実し
た進学指導に加えて先進的な
教育を実践する進学校となる。

日本のみならず世界で活躍
できる人材を育成する。

将来像を描き主体的に行動
できる生徒を育成する。

中高大連携を充実し、キャリ
ア教育・探究活動を実践す
る。

グローバルマインドを身に
付けることができる学びを
展開する。

生徒が自主的に学校活動に
取り組むことにより、生徒満
足度を向上させる。

社会・時代の要請に呼応した
学部・学科の再構築および
教育・研究環境を整備する。

学修成果〔専門知識・技術
および汎用的能力（対人能
力、自己管理能力、課題解決
能力）〕の可視化を通じ教
育の質を保証する。

グローバル化が進行する
社会で活躍できる人材を育
成する。

地域・産業界・公的機関との
連携により教育・研究を充実
させ、合わせて社会に貢献
する。

最先端の知識と技術を活用
し、教育・研究・大学運営を
高度化する。
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学校法人常翔学園

学園はつぎの１００年に向けた第一歩となる２０３７年までの基本構想「J-Vision37」のもと、
教育・研究の更なる充実を図り、設置各学校の特色を生かししつつ、
学校間の連携を強化し、「選ばれる学校」として更なる質の向上に取り組んでまいります。

J-Vision37－常翔学園　次の100年に向けて

学園設置各学校の構成、規模の最適化を図り、安定
した財政基盤を確立するとともに、適正なガバナンス
と改革をリードする組織運営体制を構築する。

学生・生徒が学びの成長を実感できる教育を展開し、
グローバル視点を有し理論的根拠をもって課題の
発見・解決ができる人材を育成する。

学園設置各学校における多様な分野の教育・
研究力を連携し、持続可能な社会の創出と発展に
貢献する。

J-Vision
常翔学園 2037年 長期ビジョン 37


